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各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会
大会会長　　　近　藤　　　剛
       〒144-0053　東京都大田区蒲田本町1-1-4-509
TEL.03-3735-1165　FAX.03-6380-3150

「第17回　各国大使館員日本語スピーチコンテスト2014」
開　催　趣　旨
本スピーチコンテストは、一般の日本人に自らの意見を日本語で発表する機会が欲しいという、外交官達の強い要望に応えて、大使館親善交流協会の事業の一環として、1998年2月に初めて開催されました。
　本スピーチコンテストは第１回目からマスコミや多くの人々の関心を集め、回を重ねるごとに来場者の数が増えております。外務省および文部科学省の特別なご協力により、1998年の初回から外務省後援・文部科学省後援・港区後援をいただき開催いたしました。
1999年からは外務省後援「外務大臣賞・杯」、文部科学省後援、千代田区後援をいただき、2000年からは「文部科学大臣奨励賞・杯」が、また、2001年には「文化庁長官賞・杯」が設けられて今日に至っております。2011年度から文部科学大臣奨励賞・杯から「文部科学大臣賞・杯」と改名、格上げの賞・杯となりました。
　日本語を話す大使達「平成会メンバー」により、大使館側代表として大使自ら審査員として協力を得て毎回続けて開催してまいりました。昨年（15回）まで参加された各国の外交官はすでに284名を数え、いまや世界各地に拡散勤務され世界中で活躍されています。また、駐日全権大使として日本へ赴任されている方々もあります。そして年々毎々、スピーチの質は高まり、聴衆者をして瞠若たらしめる素晴らしいものが非常に多くなりました。
　また聴衆者も関東周辺の各区・市町村の国際交流課によるご協力により、質の高い聴衆者を得ることが出来たと思っております。
　このコンテストは、日本語を話す各国の外交官が一緒になり、ともに日本語を使って交流し、友好を深めることを目的とするものであります。このような試みは、各国大使館員とわれわれ一般の日本人との親善は勿論のこと、現在東京にある各国の大使館員相互の交流・親善を図る上でも意義あることと確信しております。
　世界各国から集まった外交官というエリート達によってわが国が真に理解されるようになり、日本のよさを世界中に発信していただく事を願っているしだいであります。
　本実行委員会は、「第16回　各国大使館員日本語スピーチコンテスト2014」を2013年4月19日(土曜日)に開催予定で準備いたしてまいります。
　このコンテスト開催の趣旨をご理解いただき、本コンテストへのご協力、ご支援を賜りたく、ここにお願い申し上げます。
開　催　要　項
●名称 
「第17回　各国大使館員日本語スピーチコンテスト2014」
●テーマ
自由（スピーチ：3～5分程度）
●大会開催日
2013年4月19日(土）　時間：午後１時00分～午後6時30分予定
●参加人員
申し込み先着順：16～20名
●参加申込受付
各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会
●参加締め切り
2014年3月20日（木）  FAX or E-mail 受付可

TEL.03-3735-1165　FAX.03-6380　E-mail :　fefa@rouge.plala.co.jp

●参加資格
各国大使館員
●会　場
東京都港区赤坂区民センター・区民ホール　　　　（定員400席）

〒107-0052　東京都港区赤坂4－18－13　

TEL. 03－5413－2711　　　FAX. 03－5413－2714

●主　催
各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会

（特別共催）公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団

（共　　催）財団法人港区国際交流協会

（共　　催）特定非営利活動法人大使館親善交流協会
（共　　催）特定非営利活動法人日本語検定委員会

（協　　力）早稲田大学国際学生友好会
●後援
外務省、文化庁、港区、各国大使館

NHK、ジャパンタイムズ、マスコミ関係、各社企業、その他　
●協賛金
一般社団法人東京倶楽部　予定

●協賛金

アサヒグループホールディングス株式会社、株式会社パソナグループ、株式会社ヘレナモルフォインターナショナル、山口エレクトロニクス株式会社、その他
●協　賛　品
アサヒグループホールディングス株式会社、大塚食品株式会社、


東京書籍㈱日本語検定事業部、常陸太田市、その他
●事　務　局
各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会

〒144-0053　東京都大田区蒲田本町1-1-4-509

TEL. 03-3735-1165　FAX. 03-6380-3150 


事務局長　　　梅　北　　　司
●アトラクション
未定
●司　　　会
金子　よしえ（テレビキャスター）予定
●審　査　員
日本語を話す大使、日本語専門家若干名、放送関係者、その他
●表　彰　等
・特別賞として

（外務大臣賞、杯、文部科学大臣賞、杯、文化庁長官賞、同杯）

・審査員特別賞、優秀賞、参加賞、その他
●Ｐ　　　Ｒ
英字新聞等、港区報、チラシ、はがき、その他
各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会役員名簿（案）
 （敬称略・順不動）
	役職名
	氏　　名 
	肩　　書

	会　　長
	近　藤　　　　剛
	元バーレーン大使、元道路公団総裁

	副会長
	見上良也
	財団法人港区国際交流協会・理事長

	副会長
	藤　林　徳　扇
	株式会社徳扇会長、伝統工芸作家十二代

	副会長
	菅谷貴文
	株式会社ウェーブモーション21・代表取締役会長

	理　　　　事
	鈴　木　　　　泰
	東京大学大学院文学部国語研究室名誉教授

専修大学教授

	理　　事
	斉　藤　ヒサ子
	前自民党本部

	理　　事
	スペクター・京子
	スペクター・コミュニケーションズ・社長

	理　　事
	大友正弘
	財団法人港区国際交流協会・常務理事

	理　　事
	藤林知花
	伝統工芸作家

	理　　事
	原田洋子
	山口エレクトロニクス株式会社・専務取締役

	理　　事
	武田純子
	㈱ヘレナモルフォインターナショナル・代表取締役

	理　　事
	ジョンS.ブロディ
	前共立女子短期大学・教授

	理　　事
	篠原君男
	前公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団

	理　　事
	加藤澄雄
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	理　　事
	宮本周造
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	理　　事
	西　堀　準　子
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	理　　事
	赤　羽　勝　子
	話し方教室・主幹

	事務局長
	梅　北　　　司
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事長

	会　　計
	川　船　和　久
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	会計監事
	秦　　　光　雄
	株式会社オリジン・代表取締役社長

	アドバイザー
	田　中　和　徳
	衆議院議員

	アドバイザー
	海江田　万　里
	衆議院議員

	アドバイザー
	古　谷　徳　郎
	外務省儀典総括官

	大会顧問
	中曽根　悟　郎
	（元パラグアイ大使）　　　　　初代大会会長

	大会顧問
	中　里　良　二
	（元共立女子短期大学学長）　　二代目大会会長

	大会顧問
	内　藤　頼　誼
	（学習院桜友会・会長）　　　　三代目大会会長

	大会顧問
	堀　　徹　男
	（元ＮＨＫ解説員）　　　15年間審査員歴任


審　査　委　員（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略順不同）
●大会審査委員長
鈴　　木　　泰（東京大学大学院文学部国語研究室名誉教授・


　専修大学教授）

●審　査　員
His Excellency Mr. Seiko ISHIKAWA


セイコウ・ルイス・イシカワ・コバヤシ　閣下(ベネズエラ・ボリバル共和国大使）
●審　査　員
His Excellency Mr. Singtong LAPISATEPUN


シントン・ラピセートパン　公使(タイ王国大使館公使）
〃
島　田　丈　裕（外務省大臣官房文化交流部・海外広報課長）

　　　〃
早　川　俊　章（文化庁文化部国語課長）
　　　〃
脇　田　哲　志（NHK国際放送局長）
　　　〃
村　島　章　惠（NHKラジオセンター深夜便チーフディレクター）

　　　〃
日下部　禧代子（元参議院議員、財団法人港区国際交流協会・理事）
　　　〃

スペクター・京　子（スペクター・コミュニケーション・代表取締役）
　　　〃
武　田　純　子（㈱ヘレナモルフォインターナショナル・代表取締役）

　　　〃
近　藤　　　剛（大会・会長　元バーレーン大使）

●司　　　会
エリザベス・麻里　茂木（キャスター）

第16回　各国大使館員日本語スピーチコンテスト2013収支予算書（案）
	収入の部

	項　目
	金　額
	積　算
	金　額

	自己資金
	600,000円
	自己資金
	600,000円

	助成金
	1,00,000円
	東京倶楽部申請中
	1,00,000円

	協　賛　金
	600,000円
	
	600,000円

	合　　　計
	2,200,000円
	
	2,200,000円

	支出の部

	項　目
	金　額
	積　算
	金　額

	大会準備運営事務局費
	800,000円
	大会準備運営事務局費
	800,000円

	業務必要経費
	200,000円
	業務必要経費
	200,000円

	出場者依頼・受付人件費
	200,000円
	出場者依頼・受付人件費
	200,000円

	告知物制作諸経費
	＊201,660円
	・切手1,000枚×50円

・ハガキ印刷代4,000枚

・チラシ印刷代4,000枚

・発送費210×146

・進行プログラム600枚
	＊50,000円

＊21,000円

＊84,000円

＊30,660円

＊16,000円

	サポート人件・交通費
	120,000円
	交通費40人×3,000
	120,000円

	サポート人件・司会費
	＊50,000円
	司会１人
	＊50,000円

	会場美術制作養生費
	＊73,500円
	吊り看板

立て看板

花壇（生花）
	＊31,500円

＊21,000円

＊21,000円

	表彰状作成費
	＊23,820円
	毛筆表彰状作成費

(英文表彰状16枚）作成費
	＊14,000円

＊9,820円

	褒賞品製作費
	＊333,330円
	本カップ
レプリカ4個、楯6個
	＊194,000円

＊139,330円

	DVD制作・写真撮影
	＊160,000円
	DVD撮影加工
写真撮影・40枚ＣＤ作成

DVD複製　60枚×1,000円
	＊60,000円

＊40,000円
＊60,000円

	大会報告作成・発送費
	＊37,690円
	コピー印刷

報告書作成　60部×300円

発送費　　　60×210円
	＊7,090円

＊18,000円

＊12,600円

	合　計
	2,200,000円　
	
	2,200,000円


＊：日本財団の助成金を充当予定

2013年10月
各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会
大会会長　　　近　藤　　　剛

       〒144-0053　東京都大田区蒲田本町1-1-4-509

TEL.03-3735-1165　FAX.03-6380-3150

各国大使員日本語スピーチコンテスト実行委員会規約書
１.
設　置


　　各国大使館員日本語スピーチコンテスト（以下「コンテスト」という。）

　　を実施するため、各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会（以下「実行
　　委員会」という。）を設置する。

２. 実行委員会の役員


　　実行委員会に次の役員を置く。

　　ア. 顧　　　問
若干名

　　イ. 会　　　長
1名

　　ウ. 副　会　長
若干名

　　キ. 理　　　事
若干名

３. 会計監事等の設置


　　実行委員会に会計監事若干名を置く。

　　事務局に幹事若干名を置く。

４. 実行委員会役員等の職務


　　実行委員会役員等の職務は次のとおりとする。

　　ア. 顧問は会の運営を円滑に行うため、会務を総合的観点から助言する。

　　イ. 会長は、実行委員会を代表し、会務を統括する。

　　ウ. 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。

　　エ. 理事は、コンテストの全般の企画及び調整に参与する。

　　オ. 会計係は、コンテストの経理を担当する。

　　カ.アドバイザーは、本コンテストの開催にあたり国際的、社会的情勢を鑑み事業

の開催・進行のアドバイスを行う。
５. 実行委員会役員等は次のとおり選出する。


　　ア. 顧問は総会において選出し、依頼する。

　　イ. 会長及び副会長は、総会において選出する。


　　ウ. 理事は関係団体の中から充てる。

　　エ. 会計は会長が指名する。

６. 実行委員会の機関


　　実行委員会に総会、役員会を置く。


７. 総会

　　総会は委員で構成し、次の事項を協議する。

　　ア. コンテストの全般にわたる基本的事項に関すること。

　　イ. その他、会長が必要と認めた事項に関すること。

８. 役員会

　　役員会は、実行委員会役員で構成し、次の事項を処理する。

　　ア. コンテストの全般的な企画、調整及び準備に関すること。

　　イ. コンテストの予算及び決算に関すること。

　　ウ. その他、必要と認める事項

９. 事務局

　　事務局は、事務局長、会計及び事務局担当委員で構成し、主に次の事項を処理する。

　　ア. 関係機関との連絡に関すること。

　　イ. 会場の全般的な設営・警備等に関すること。

　　ウ. 広報に関すること。

　　エ. 会計に関すること。

　　オ. その他、庶務に関すること。

10. その他

　　この規約に定めない事項については、会長が関係団体又は事務局等と協議のうえ

　　決定する。

　　顧問の設置について改定事項追加。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年11月　改定
 各国大使館員日本語スピーチコンテスト実行委員会役員名簿（案）
 （敬称略・順不動）
	役職名
	氏　　名 
	肩　　書

	会　　長
	近　藤　　　　剛
	元バーレーン大使、元道路公団総裁

	副会長
	見上良也
	財団法人港区国際交流協会・理事長

	副会長
	藤　林　徳　扇
	株式会社徳扇会長、伝統工芸作家十二代

	副会長
	菅谷貴文
	株式会社ウェーブモーション21・代表取締役会長

	理　　　　事
	鈴　木　　　　泰
	東京大学大学院文学部国語研究室名誉教授

専修大学教授

	理　　事
	斉　藤　ヒサ子
	前自民党本部

	理　　事
	スペクター・京子
	スペクター・コミュニケーションズ・社長

	理　　事
	大友正弘
	財団法人港区国際交流協会・常務理事

	理　　事
	藤林知花
	伝統工芸作家

	理　　事
	原田洋子
	山口エレクトロニクス株式会社・専務取締役

	理　　事
	武田純子
	㈱ヘレナモルフォインターナショナル・代表取締役

	理　　事
	ジョンS.ブロディ
	前共立女子短期大学・教授

	理　　事
	篠原君男
	前公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団

	理　　事
	加藤澄雄
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	理　　事
	宮本周造
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	理　　事
	西　堀　準　子
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	理　　事
	赤　羽　勝　子
	話し方教室・主幹

	事務局長
	梅　北　　　司
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事長

	会　　計
	川　船　和　久
	特定非営利活動法人大使館親善交流協会・理事

	会計監事
	秦　　　光　雄
	株式会社オリジン・代表取締役社長

	アドバイザー
	田　中　和　徳
	衆議院議員

	アドバイザー
	海江田　万　里
	衆議院議員

	アドバイザー
	古　谷　徳　郎
	外務省儀典総括官

	大会顧問
	中曽根　悟　郎
	（元パラグアイ大使）　　　　　初代大会会長

	大会顧問
	中　里　良　二
	（元共立女子短期大学学長）　　二代目大会会長

	大会顧問
	内　藤　頼　誼
	（学習院桜友会・会長）　　　　三代目大会会長

	大会顧問
	堀　　徹　男
	（元ＮＨＫ解説員）　　　15年間審査委員長歴任
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